
参
考
書
誌
研
究
・
第
三
八
号
（
一
九
九
〇
・
九
ど

新
出
資
料
に
よ
る
『
図
書
三
管
理
法
』

「
学
校
書
籍
館
　
　
　
　
食

管
理
一
班
」
．

　
　
　
　
原
型
の
考
察
、

未
定
稿
の
成
立
と
東
京
図
書
館

稲
　
村
三
元

ま
え
が
き

一、

u
図
書
館
管
理
法
」
．
の
必
要
性
．

二
、
「
学
校
書
籍
館
管
理
一
班
」
未
定
稿
の
構
成
，

三
、
未
定
稿
「
附
図
」
め
面
白
さ

四
、
中
根
粛
治
は
い
か
に
関
与
し
た
か

五
、
「
未
定
稿
」
成
立
の
時
期

六
、
「
未
定
稿
」
の
問
題
点

あ
と
が
き

補
注
影
印
　
「
学
校
書
籍
館
管
理
一
班
」
未
定
稿

（
全
文
）

ま

え
　
が
　
き

　
「
新
出
資
料
に
よ
る
」
な
ど
と
、
標
題
は
や
・
鬼
面
人
を
威
（
お
ど
）
か

す
と
の
謬
り
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
が
、
要
は
、
噛
従
来
ま
っ
た
ぐ
世
に
知
ち
れ
な

か
っ
た
未
刊
の
稿
本
の
出
現
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
通
じ
て
三
百
余
年
前
、
明
治
二
〇
年
前
後
か
ら
同
二
五
年
へ
の
数
年
間
，

に
、
よ
う
や
く
国
立
図
書
館
へ
の
地
歩
を
踏
み
出
し
た
、
当
蒔
帝
国
図
書

館
の
前
身
の
東
京
図
書
館
で
、
我
が
国
最
初
の
図
書
館
経
営
の
指
針
書
が
、
」

い
か
に
検
討
さ
れ
、
編
述
さ
れ
よ
う
と
し
た
か
を
説
明
し
た
い
。
し
か
し

今
回
は
、
と
も
あ
れ
新
出
資
料
の
全
文
紹
介
を
主
と
し
た
の
で
、
背
景
と

い
ヶ
べ
き
こ
の
時
期
の
教
育
政
策
や
、
東
京
（
帝
国
）
図
書
館
史
の
諸
事

情
、
さ
ら
に
は
当
時
に
お
け
る
田
中
稲
城
館
長
の
動
静
等
に
つ
い
て
は
、

お
・
む
ね
周
知
の
事
と
し
て
極
力
省
略
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
文

中
引
用
の
文
献
や
、
末
尾
補
注
に
附
し
た
若
干
の
参
考
文
献
に
振
っ
た
こ

と
を
承
知
あ
り
た
い
。

一
、
『
図
書
館
管
理
法
』
－
の
必
要
性

明
治
二
五
年
一
一
月
刊
行
の
『
図
書
館
管
理
法
』
（
西
村
竹
間
編
）
は
、



載
が
国
で
最
初
の
体
系
的
な
図
書
館
経
営
と
技
術
の
指
針
書
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
以
後
明
治
三
三
年
、
同
四
五
年
改
訂
版
と
相

つ
い
で
、
文
部
省
版
の
『
図
書
館
管
理
法
』
へ
と
継
承
さ
れ
る
が
注
ω
、
二

篇
と
も
が
、
西
村
の
上
司
で
、
東
京
図
書
館
以
来
の
館
長
（
当
時
は
す
で

に
帝
国
図
書
館
）
の
田
中
稲
城
の
編
著
で
あ
っ
た
（
二
五
年
版
『
図
書
館

管
理
法
』
に
は
、
田
中
館
長
の
序
文
か
ら
目
次
ま
で
の
前
付
一
五
頁
が
あ

り
、
西
村
執
筆
の
本
文
は
三
六
頁
。
そ
の
あ
と
は
、
大
日
本
教
育
会
長
辻

新
次
の
演
説
「
図
書
館
二
関
ス
ル
論
説
」
に
当
て
る
。
本
書
之
、
次
の
二

㌦
つ
の
版
は
共
に
、
『
復
刻
図
書
館
学
古
典
資
料
集
』
シ
リ
ー
ズ
に
収
ま
り
、
、

昭
和
五
三
年
に
日
本
図
書
館
協
会
か
ら
復
刻
刊
行
）
。

　
二
五
年
刊
行
の
最
初
の
『
図
書
館
管
理
法
』
は
、
の
ち
の
二
篇
の
よ
う

に
、
い
わ
臨
る
文
部
省
版
一
形
式
上
は
い
ず
れ
も
文
部
省
編
　
金
港
堂

．
発
行
　
　
で
な
い
に
も
せ
よ
、
唐
突
に
一
私
人
の
著
作
と
し
て
出
版
さ
れ

た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
同
書
の
構
成
を
見
れ
ば
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
前
掲
の
よ
う
に
、
田
牛
稲
誠
東
京
図
書
館
長
の
や
・
長
文
の
序
・

文
が
あ
り
、
さ
ら
に
嘗
て
の
博
物
館
書
籍
館
御
用
掛
を
勤
め
、
先
年
に
は

東
京
図
書
館
を
指
揮
監
督
す
る
立
場
の
文
部
次
官
で
も
あ
っ
た
辻
新
次
教

育
会
会
長
の
演
説
を
付
載
謬
る
用
意
の
あ
る
処
で
も
知
り
得
よ
う
。

　
㌧
さ
ら
に
、
図
書
館
史
研
究
の
既
知
の
事
実
、
諸
資
料
を
援
用
す
る
な
ら

ば
、
こ
う
し
た
図
書
館
経
営
’
・
技
術
指
導
の
指
針
書
編
述
の
必
要
は
、
か

な
り
以
前
か
ら
、
文
部
省
や
東
京
図
書
館
要
路
の
間
で
は
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
察
知
で
き
る
。

　
明
治
初
年
以
降
の
翻
訳
調
の
海
外
書
籍
館
紹
介
は
ざ
て
お
き
、
田
中
不

二
麿
に
よ
る
「
公
立
書
籍
館
ノ
設
立
ヲ
要
ス
」
の
主
唱
（
明
治
一
〇
年
『
文

部
省
年
報
』
）
を
経
て
、
一
五
年
一
二
月
、
文
部
省
に
よ
る
各
府
県
学
務
課

長
学
校
長
等
へ
の
い
わ
ゆ
る
「
図
書
館
示
諭
事
項
」
と
な
る
と
か
な
り
現

実
味
を
お
び
て
く
る
。
そ
こ
で
は
、
「
蔵
書
ノ
撰
択
・
蔵
書
目
録
ノ
編
製
・

蔵
書
言
及
閲
魔
室
ノ
整
備
」
等
の
要
件
を
掲
げ
る
之
と
も
に
、
特
に
「
蔵

書
ノ
撰
択
」
に
注
意
を
要
す
る
旨
を
や
・
詳
し
く
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
う

そ
の
末
尾
に
於
て
は
「
書
籍
館
ノ
設
施
二
關
シ
テ
注
意
ス
ヘ
キ
ノ
要
件
頗

ル
多
シ
ト
錐
モ
…
…
勉
メ
テ
意
ヲ
前
諸
件
ノ
整
頓
二
加
ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

若
シ
夫
レ
其
規
程
二
丁
テ
八
頃
日
文
部
省
二
軍
テ
既
二
着
手
ス
ル
所
ア
リ

テ
其
調
成
癒
二
遠
キ
武
事
サ
ル
ヘ
シ
』
と
し
て
い
る
注
②
。

　
た
し
か
に
以
後
、
内
閣
制
度
実
施
以
降
の
伸
展
す
る
間
、
森
有
礼
文
部

大
臣
に
よ
る
学
制
改
革
の
過
程
で
、
教
育
行
政
老
そ
の
施
策
に
と
も
な
う

諸
法
規
は
整
備
さ
れ
て
い
く
。
・
ま
た
、
二
〇
年
前
後
か
ら
、
文
部
省
も
東
・

京
図
書
館
自
警
も
、
参
考
図
書
館
を
指
向
す
る
同
館
と
、
地
方
の
い
わ
ゆ

る
通
俗
図
書
館
と
し
て
の
書
籍
館
の
差
異
に
着
目
し
て
、
や
が
て
二
三
年

に
い
た
．
っ
て
は
、
文
部
省
に
於
い
て
も
、
東
京
図
書
館
や
大
学
官
立
学
校

の
図
書
館
は
そ
の
専
門
学
務
絶
唱
、
公
私
の
図
書
館
に
つ
い
て
は
学
校
通

則
に
も
と
つ
く
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
普
通
学
務
局
へ
の
所
掌
へ
ど
、
官

制
上
も
別
個
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
又
、
一
九
年
十
月
、
．
全
国
の
教

育
会
の
総
本
山
と
も
い
え
る
大
日
本
教
育
会
は
、
”
広
ク
公
衆
ノ
閲
覧
二
黒

　
　
い
さ
さ

シ
　
柳
力
開
知
進
徳
ノ
一
端
ヲ
稗
補
”
す
る
た
め
、
書
籍
館
の
設
立
を
決

定
し
、
官
立
東
京
図
書
館
か
ら
図
書
の
大
量
貸
出
し
を
受
け
、
翌
二
〇
年

三
月
、
附
属
書
籍
館
を
開
館
す
る
注
㈹
。
こ
・
に
紹
介
す
る
〈
未
定
稿
〉
も
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

そ
の
『
学
校
書
籍
館
管
理
一
班
』
の
書
名
が
示
す
よ
う
に
、
ま
さ
に
こ
う
し

た
時
期
へ
の
道
程
に
お
け
る
産
物
と
い
え
よ
う
か
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
東
京
図
書
館
で
は
、
一
二
年
頃
、
本
省
（
文
部
省
）

に
提
出
、
参
事
官
の
審
議
に
至
っ
た
手
島
精
一
同
学
主
幹
起
草
注
ω
の
『
書

　　　一　二’



旧
館
二
就
キ
テ
ノ
卑
見
」
に
於
い
て
も
、
「
書
籍
館
ニ
ハ
自
ラ
一
定
ノ
管
理

法
・
密
書
撰
雑
益
等
ア
リ
テ
…
東
京
言
書
皆
目
地
方
ノ
書
籍
明
記
向
テ
直

接
，
二
無
益
ヲ
及
ボ
シ
難
シ
ト
錐
モ
、
同
館
ハ
設
立
巳
二
久
フ
シ
テ
其
経
験

ヲ
積
ム
少
カ
ラ
ズ
、
殊
二
書
籍
館
管
理
法
二
關
ス
ル
銀
星
ヲ
蔵
ス
ル
コ
ト

亦
多
シ
。
故
二
彼
是
参
酌
シ
テ
書
籍
館
主
理
法
ノ
書
ヲ
編
シ
、
以
テ
之
ヲ

世
二
公
ニ
シ
…
…
、
（
地
方
書
籍
館
．
学
校
書
籍
室
等
）
ノ
爲
メ
中
心
ト
ナ
「

リ
テ
方
針
ヲ
示
三
一
、
其
手
蓋
シ
少
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ベ
シ
」
云
々
と
表
明

し
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
、
こ
の
〈
未
定
稿
〉
こ
そ
、
手
島
主
幹
ほ
か
東
京

図
書
館
首
脳
の
幾
人
か
に
よ
っ
て
、
「
設
立
已
二
久
シ
イ
」
同
館
の
「
経
験
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ
こ
れ

と
、
所
蔵
の
「
書
籍
館
管
理
法
二
関
ス
ル
図
書
ヲ
…
…
彼
是
参
酌
シ
テ
」
、

格
好
な
指
針
書
を
編
も
う
低
し
た
努
力
の
あ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ

う
。
そ
し
て
、
そ
こ
へ
、
二
三
年
に
帰
朝
し
　
　
前
年
に
退
任
し
た
手
島

や
、
田
中
の
留
守
中
を
兼
任
と
し
て
預
っ
た
学
友
の
末
岡
法
科
大
学
教
授

の
後
を
う
け
　
　
官
制
改
ま
っ
て
館
長
と
な
っ
た
田
中
稲
城
の
斧
正
が
加

え
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
。
あ
る
い
は
文
部
省
側
か
ら
の
い
ろ
く
な
注

文
が
も
た
砂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
〈
未
定
稿
〉
を
、

二
五
年
の
『
図
書
館
管
理
法
』
刊
本
一
以
下
、
「
刊
本
」
と
記
す
一
の

草
稿
と
考
え
、
．
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
著
る
し
い
差
異
を
そ
こ
に
見

出
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

「
学
校
書
籍
館
管
理
一
班
」
未
定
稿
の
構
成

　
抑
々
、
こ
の
未
定
稿
は
、
（
東
京
）
教
育
博
物
館
か
ら
東
京
図
書
館
、
そ

し
て
帝
国
図
書
館
へ
と
な
が
く
在
職
し
、
こ
の
間
主
に
、
和
漢
図
書
の
収

集
、
目
録
作
成
に
力
を
致
し
た
同
館
司
書
中
根
粛
治
の
手
稿
と
お
ぼ
し
く
、

な
ぜ
か
こ
の
未
定
稿
の
ま
・
、
そ
の
手
元
に
残
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

　
中
根
は
、
明
治
三
八
年
一
月
四
日
、
年
初
登
窯
の
途
次
に
脳
溢
血
を
起
・
，

こ
し
、
以
後
加
療
、
翌
三
九
年
四
月
休
職
と
な
り
、
四
〇
年
四
月
満
期
退
、

職
。
以
後
は
埼
玉
県
川
越
に
隠
棲
す
る
が
、
大
正
一
〇
年
八
月
死
去
し
た

　
（
支
部
上
野
図
書
館
所
蔵
文
書
中
の
履
歴
書
ほ
か
に
擦
る
注
㈲
）
。
こ
の
未

定
稿
は
、
彼
の
な
が
い
図
書
館
生
活
、
公
務
に
つ
い
て
の
唯
一
の
遺
品
ど
「

し
て
、
－
そ
の
遺
族
宅
に
伝
存
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
・

　
稿
者
（
稲
村
）
は
、
先
年
、
中
根
が
明
治
末
年
に
書
き
残
し
た
「
芸
評

清
麗
（
う
ん
け
ん
せ
い
わ
）
」
等
三
篇
を
収
め
た
『
日
本
印
書
考
』
を
復
刻

し
た
際
に
、
そ
の
解
題
を
執
筆
し
、
偶
々
、
縁
あ
っ
て
中
根
の
令
孫
に
当

る
故
目
黒
勝
郎
医
学
博
士
に
際
会
し
た
。
そ
の
折
、
目
黒
氏
か
ら
は
、
中

根
の
出
自
、
家
庭
環
境
に
つ
い
て
種
々
の
示
教
を
得
虎
ほ
か
、
そ
の
自
筆

の
年
譜
稿
を
収
め
た
貴
重
な
『
当
用
日
誌
』
（
日
記
そ
の
も
の
で
は
な
い
、

－
病
中
の
感
懐
等
を
記
七
た
手
記
で
表
紙
に
か
く
題
し
た
も
の
）
の
披
見
利

用
を
心
よ
く
許
さ
れ
た
が
、
更
に
、
『
日
本
印
書
考
』
復
刻
本
の
完
成
を
報

告
に
及
ん
だ
折
に
、
そ
の
家
に
伝
存
す
る
唯
一
の
遺
稿
で
は
な
い
か
と
、

前
置
き
さ
れ
て
呈
示
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
〈
未
定
稿
〉
で
あ
っ
た
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
『
学
校
書
籍
館
管
理
一
班
』
の
稿
本
は
、
い
わ
ゆ
る
両
館
併
称
、
す
な
わ

ち
東
京
糊
離
物
館
と
併
記
さ
れ
た
用
箋
を
用
い
、
片
面
＋
行
あ
て
の
罫

（
け
い
）
旧
く
二
四
×
一
七
セ
ン
チ
）
で
、
表
紙
と
も
二
五
丁
の
墨
書
で

あ
る
（
別
掲
影
印
参
照
。
書
名
の
「
一
班
」
も
そ
の
儘
と
し
た
）
。

、
そ
の
内
容
は
、
ま
ず
表
紙
に
「
学
校
書
籍
館
管
理
一
班
，
未
定
稿
」
と

朱
書
し
、
裏
面
に
「
目
録
［
九
項
］
」
が
記
さ
れ
（
和
綴
じ
な
の
で
、
以
下

丁
づ
け
を
オ
ー
1
お
も
て
、
ウ
ー
1
う
ら
と
暗
示
す
る
）
、
つ
い
で
、
第
一
丁
か

　　　丁　三一



ら
、
「
学
校
書
籍
館
ノ
性
質
及
管
理
法
ノ
要
旨
」
と
、
本
文
が
始
ま
る
。
本

文
の
末
尾
は
、
最
終
章
I
I
刊
本
の
編
成
と
比
較
の
た
め
、
”
第
何
章
”
と

す
る
一
の
「
職
員
及
職
員
ノ
注
意
」
が
、
二
〇
丁
か
ら
始
ま
り
二
一
丁

ウ
に
、
一
行
を
余
す
だ
け
で
、
「
「
読
書
ノ
嗜
好
力
ヲ
発
生
セ
シ
ム
ル
ハ
洵
二
、

翼
望
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は
、
左
欄
外
に
「
書

函
全
図
之
二
入
ル
」
と
朱
書
し
、
二
二
丁
か
ら
二
三
丁
を
「
附
図
」
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ
　
　
　

．
画
が
占
め
、
最
終
の
二
三
丁
ウ
に
も
「
カ
ー
ド
カ
ク
ロ
ク
机
案
ノ
図
三
二

入
ル
」
ど
朱
書
さ
れ
て
い
る
が
、
前
の
二
図
と
異
な
り
や
、
厚
手
の
和
紙
．

に
描
か
れ
た
「
附
図
」
原
画
（
影
印
二
七
頁
掲
載
）
が
挿
入
し
て
あ
る
。

　
本
文
の
構
成
に
つ
い
て
見
る
と
、
未
定
稿
と
刊
本
の
間
に
章
節
の
順
が

改
ま
り
、
収
容
量
の
差
異
毛
判
る
σ
で
、
以
下
、
未
定
稿
の
目
次
に
合
せ

て
、
刊
本
で
の
章
節
を
下
段
に
掲
げ
対
比
し
て
み
よ
う
。

未
　
定
稿

学
校
書
籍
館
ノ
性
質
三
管
理
法
ノ
要
旨

書
籍
館
ノ
結
構

図
書
ソ
領
収
三
三
取
扱
〔
原
簿
ノ
図
式
一
，
枚
挿
入
〕

図
書
ノ
選
択
及
目
録
ノ
分
類
法
〔
一
〇
丁
ウ
は
抹
消
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

書
架
ノ
構
造
及
図
書
陳
列
法

ド
ー
オ
ー
　
四
ウ

四
ウ
ー
　
七
オ

、
七
回
ー
・
入
ウ

入
ウ
ー
一
三
オ

＝
ニ
ォ
ー
一
四
ウ

図
書
ノ
保
管
及
三
訂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
ウ
ー
一
七
オ

閲
覧
室
ノ
管
理
及
図
書
ノ
出
納
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
一
七
オ
ー
一
入
ウ

　
〈
一
九
丁
は
オ
、
ウ
と
も
挿
図
用
の
「
閲
覧
謹
」
を
貼
付
〉

職
員
及
職
員
ノ
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
オ
ー
二
一
ウ

附
図
　
〈
二
丁
分
に
「
附
図
」
原
画
を
貼
付
〉
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ォ
一
二
三
ウ

　
米
本
文
の
章
名
四
．
記
は
「
書
籍
陳
列
法
」
と
あ
る

　
　
　
刊
　
　
　
本

〔
序
　
　
（
田
中
稲
城
）
〕

〔
緒
言
（
西
村
竹
間
）
〕

〔
目
次
〕

第
一
章
、
総
記

第
二
章
　
閲
覧
室
井
書
庫
－

第
三
章
　
図
書
選
択
井
取
扱
順
序

第
四
章
　
目
録
編
纂
法

〈
一
六
－
二
二
頁
に
分
類
表
〉

第
五
章
　
図
書
排
列
法
井
書
函
構
造

第
六
章
　
曝
書
並
三
三

第
七
章
　
閲
覧
室
ノ
準
備
並
図
書
貸
付
ノ
順
序

第
八
章
　
学
校
図
書
館
管
理
者
注
意

〔
図
書
館
二
関
ス
ル
論
説
（
辻
　
新
治
）
〕

四四’　　三l
l！二　　1一
ニー1一一”一
二四四頁五四頁

二
ニ
ー
二
九

二
九
－
一
一
＝

三
一
－
三
四

三
四
－
三
六

三
七
i
四
四

一四一



三
、
未
定
稿
「
附
図
」
の
面
白
さ

つ
ぎ
に
、
こ
の
〈
未
定
稿
〉
の
存
在
i
ま
さ
に
二
五
年
刊
本
に
対
し

て
の
”
未
定
稿
”
た
る
資
料
性
1
を
つ
よ
く
溜
め
慣
せ
る
の
は
、
そ
の
」

附
図
（
図
版
原
稿
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
は
、
刊
本
『
管
理
法
』
を
見

慣
れ
た
者
な
ら
ば
、
一
見
し
て
同
書
に
使
わ
れ
た
挿
図
の
下
図
だ
ナ
と
察

知
で
き
る
竜
の
で
、
稿
者
（
稲
村
）
も
亦
、
目
黒
氏
か
ら
こ
の
〈
未
定
稿
〉

を
呈
示
さ
れ
、
一
覧
し
た
折
に
、
目
次
と
ヒ
の
「
附
図
」
稿
を
見
て
、
一

種
の
戦
標
す
ら
覚
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
を
対
比
す
る
の
も
さ
て
お
き
、

一
見
明
瞭
な
「
附
図
」
を
刊
本
の
そ
れ
と
比
較
し
て
い
く
の
は
容
易
で
あ

る
が
、
以
下
、
〈
未
定
稿
Y
の
、
各
章
節
に
用
意
さ
れ
た
「
附
図
」
の
原
画

に
つ
き
、
そ
れ
が
刊
本
に
ど
う
採
ら
れ
、
．
あ
る
い
ほ
変
更
が
加
わ
っ
て
い

る
か
を
見
て
み
よ
う
。

　
e
　
〈
未
定
稿
〉
で
は
「
図
書
ノ
領
収
塩
詰
取
扱
」
（
刊
本
の
第
三
章
「
図

　
書
選
択
井
取
扱
順
序
」
た
当
る
）
の
章
中
、
，
「
原
簿
（
甲
）
二
之
ヲ
登
録

　
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
述
べ
、
つ
ぎ
に
「
甲
　
原
簿
ソ
様
式
〈
図
式
を
様

　
式
と
朱
記
で
改
め
る
）
と
し
て
、
折
込
み
に
半
紙
一
葉
ほ
ゼ
を
宛
て
示

　
し
て
い
る
三
七
－
八
丁
の
問
、
見
出
し
欄
名
は
、
左
か
ら
「
収
受
年
月

　
日
h
番
号
、
書
名
、
冊
数
…
…
事
由
」
と
記
載
〉
。
刊
本
で
一
ニ
ー
＝
二

　
頁
に
掲
げ
た
も
の
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
「

　
口
　
〈
未
定
稿
〉
で
、
「
閲
覧
室
ノ
管
理
及
図
書
ノ
出
納
」
の
畑
中
、
第

　
一
九
丁
に
貼
付
さ
れ
た
の
は
、
i
図
版
と
は
い
え
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
が
一
・

　
刊
本
の
三
二
頁
に
、
載
せ
た
「
閲
覧
謹
」
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
「
東
京
図

　
書
館
図
書
閲
覧
謹
」
が
そ
れ
で
、
刊
本
に
掲
出
の
際
は
、
館
名
は
英
字

名
七
も
に
削
っ
て
単
に
「
閲
覧
謹
」
＊
と
し
、
ま
た
右
側
欄
外
の
注
意
事

項
も
、
刊
本
三
二
頁
の
図
に
あ
る
よ
う
に
一
行
に
改
ま
っ
た
ほ
か
は
逃

記
入
欄
…
名
の
英
訳
な
ど
は
そ
の
ま
・
使
わ
れ
て
い
る
。

　
＊
馳
ち
な
み
に
、
の
ち
の
三
三
年
版
で
は
、
再
び
「
帝
国
図
書
館
図
書
尋
常
閲
覧
讃
」

　
　
と
し
て
、
前
掲
、
未
定
稿
貼
付
の
東
京
図
書
館
時
代
と
同
様
の
用
紙
を
掲
げ
て
熔

　
　
る
の
も
興
味
ぶ
か
い
（
三
三
年
版
，
一
一
〇
頁
）
。
・

な
お
、
刊
本
で
は
三
一
ヨ
三
三
頁
の
本
文
に
吸
収
さ
れ
、
文
章
体
で
説
明

し
た
た
め
に
、
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
未
定
稿
に
貼
付
さ
れ
た
「
閲
覧
謹
」
．

用
紙
裏
面
に
あ
る
「
図
書
求
覧
手
続
」
の
文
は
、
ま
さ
に
当
時
の
東
京
図

書
館
で
の
実
例
を
示
し
（
影
印
参
照
）
、
教
育
博
物
館
の
建
物
を
使
っ
た

二
階
建
て
の
同
館
で
の
閲
覧
シ
ス
テ
ム
を
知
る
上
．
で
参
考
老
な
ろ
う
。

　
〈
未
定
稿
v
の
本
文
に
、
園
ポ
め
い
た
も
の
が
挿
入
し
て
あ
る
の
は
こ

の
二
例
だ
が
、
未
定
稿
作
成
者
が
“
図
版
”
と
考
え
て
い
た
の
は
、
む
し

ろ
目
次
末
尾
に
「
附
図
」
と
題
し
、
一
、
減
し
て
篇
末
に
置
い
た
新
ら
し
い

作
図
に
よ
る
版
下
風
な
挿
図
を
指
す
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
「
附

図
」
は
末
尾
に
実
物
を
貼
付
し
た
「
函
架
箋
（
図
書
の
ラ
ベ
ル
）
」
と
、

　
　
　
　
　
　
　
マ
こ
　
　

「
別
置
ド
カ
タ
ロ
ク
（
目
録
カ
ー
ド
サ
ン
プ
ル
）
」
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
・

ど
が
薄
葉
紙
に
鳥
ロ
で
描
い
た
精
密
な
作
園
で
あ
り
、
、
そ
れ
ら
を
二
五

年
版
刊
本
の
一
〇
、
二
六
、
二
七
、
の
各
頁
に
掲
げ
た
図
版
と
比
較
す
る

・
と
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
原
図
に
相
当
す
る
こ
と
が
判
6
。

　
〈
未
定
稿
y
最
終
一
，
一
三
丁
ウ
に
あ
る
「
カ
ー
ド
カ
タ
ロ
ク
机
案
」
に
い

た
っ
て
は
、
二
五
年
刊
本
に
お
い
て
も
「
カ
ー
ド
目
録
函
ノ
図
」
と
し
て

そ
の
儘
用
い
ら
れ
て
お
り
（
一
〇
頁
参
照
）
、
さ
ら
に
三
三
雲
版
で
は
、

前
記
「
閲
覧
謹
」
用
紙
の
場
合
と
同
じ
く
、
「
帝
国
図
書
館
所
用
ノ
目
録

掛
斗
」
と
明
示
し
、
転
用
さ
れ
て
い
る
（
三
三
年
版
一
〇
三
頁
第
十
九
図
・

＿五一



㈲
参
照
）
。

　
　
つ
ぎ
に
、
〈
未
定
稿
〉
末
尾
に
「
附
図
」
と
し
て
貼
付
の
下
図
や
実
物
の

サ
ン
プ
ル
を
刊
本
挿
図
と
比
較
し
た
時
、
た
と
え
ば
「
書
函
ヲ
解
剖
セ
シ

図
」
（
刊
本
二
六
i
二
七
頁
〉
で
は
、
棚
板
の
描
線
は
、
・
〈
未
定
稿
〉
の
下

図
の
方
が
よ
り
立
体
的
な
感
じ
を
与
え
て
い
る
な
ど
も
興
味
ぶ
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

が
、
末
尾
に
あ
る
「
カ
ー
ド
山
盛
ロ
ク
」
（
二
三
丁
貼
付
）
も
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
栄
名
が
右
側
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く

　
（
刊
本
一
四
頁
の
折
込
み
表
参
照
）
、
有
罫
の
欄
を
区
切
っ
た
型
式
な

ど
、
現
在
で
も
購
入
事
務
の
ス
叫
ッ
プ
な
ど
に
用
い
て
い
る
の
を
想
起

さ
せ
る
な
ど
、
明
治
二
〇
年
代
東
京
図
書
館
の
も
の
と
し
て
は
、
む
し
ろ
．

層
目
新
ら
し
い
感
じ
す
ら
覚
え
る
。

四
、
中
根
粛
治
は
い
か
に
関
与
し
た
か

　
稿
者
は
、
前
々
章
で
こ
の
未
定
稿
を
帝
国
図
書
館
一
こ
の
時
期
は
ま

だ
東
京
図
書
館
だ
が
一
司
書
中
根
粛
治
の
手
稿
と
し
て
紹
介
し
た
。
し

か
し
、
疑
・
フ
こ
と
な
く
彼
の
執
筆
稿
と
し
て
扱
う
に
は
、
も
っ
と
厳
密
な

手
順
に
よ
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。

　
e
筆
蹟
の
比
較
を
詳
し
く
し
、
口
中
根
の
文
癖
（
文
体
）
を
文
中
に
さ

ぐ
り
、
あ
る
い
は
⇔
成
稿
の
時
期
を
、
東
京
図
書
館
在
勤
時
の
彼
の
動
静

と
詳
し
く
参
照
す
る
…
等
々
そ
の
検
証
の
手
法
は
多
々
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
小
さ
な
結
論
を
ま
ず
挙
げ
る
と
、
「
こ
の
〈
未
定
稿
〉
は
、
中

根
が
字
句
の
修
訂
に
多
く
関
与
し
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の
と
は
い
え
、
内

容
的
に
は
「
恐
ら
ぐ
一
関
与
す
る
余
地
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
」
と

云
い
得
よ
う
か
。

　
刊
本
三
章
の
構
成
、
そ
の
文
章
を
仔
細
に
見
た
時
、
未
定
稿
と
は
か
な

り
の
隔
た
り
が
発
見
で
き
、
も
う
一
篇
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
1
部
分

的
に
も
せ
よ
i
更
に
二
回
ほ
ど
の
決
定
稿
を
経
て
、
始
め
て
今
日
、
我
々

が
手
に
し
て
い
る
西
村
竹
間
編
二
五
年
刊
本
に
到
達
七
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
し
か
し
な
が
，
ら
、
こ
の
〈
未
定
稿
〉
こ
そ
、
位
置
な
い
し
は
素
案

と
呼
ん
で
よ
い
よ
う
な
　
　
時
に
は
大
胆
に
一
東
京
図
書
館
主
脳
部
の

・
図
書
館
観
＊
、
よ
り
正
確
に
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
当
時
に
於
け
る
〃
学
校
教

育
と
図
書
館
の
役
割
”
に
つ
い
て
の
彼
等
な
り
の
考
え
方
を
鮮
明
に
示
し

て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
＊
、
こ
の
時
期
の
文
部
省
な
り
、
東
京
図
書
館
な
り
の
要
路
者
が
一
定
の
図
書
館
観
を

　
　
ま
と
め
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
一
五
年
各
県
教
育
担
当
者
に
対
し
て

　
　
の
文
部
省
の
一
種
の
公
約
め
い
た
「
書
籍
三
三
諭
事
項
」
か
ち
見
て
く
れ
ば
当
然
の

　
　
帰
結
と
い
え
る
。
そ
の
作
成
立
案
に
参
画
じ
だ
伊
東
平
蔵
（
彼
は
の
ち
に
東
京
図
書

　
　
館
に
も
籍
を
置
い
た
）
を
も
考
え
て
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
一
応
こ
・
で
は
手
島
、

　
　
西
村
、
中
根
、
そ
し
て
田
中
館
長
ら
を
念
頭
に
お
く
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
〈
未
定
稿
〉
が
中
根
の
執
筆
手
稿
で
み
る
か
は
、
ま

ず
第
一
に
、
そ
の
筆
蹟
か
ら
見
る
べ
き
で
、
こ
・
に
掲
げ
る
二
二
年
頃
の

彼
の
筆
蹟
に
よ
り
比
較
し
た
い
（
図
版
④
参
照
）
。
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、
図
版
④

　
　
・
明
据
二
±
年
　
　
・
害
調
査
報
告
’
一
丸
西
之
舞

、
三
年
’
・
砂
，
轟
封
書
・
乱
逆
調
劃
茅
二
分
・
以
・
之
・
多

同
手
ム
研
7
以
ア
意
暦
之
ヲ
転
子
《
ワ
但
㌻
侵
ま
ノ
、
㎞
劉
五
順
亭
ハ
卜

書
プ
・
参
嘱
目
ド
隊
就
哀
該
彪
ヲ
磐
民
訴
誘
冊
搬
ヲ
し

ヒ…ﾋ
・
．
・
由
ワ
賓
三
隈
隅
冨
瞳
D
墜
・
・
尚
尋
雨
蛙
・
，

告
曜

苦
気
γ
力
翌
年
・
於
テ
パ
覆
メ
．
假
画
架
目
蓋
ヲ
寡
レ
置
キ
診
ヲ

三
五
乏
・
利
用
歯
属
Z
・
・
先
・
豪
華
濡
毒
忌
・
ケ
鞭

旧
辞
盤
面
ギ
墜
緒
降
冊
鰍
重
い
閾
厩
レ
け
↑
國
幽
そ
｝
’
付
．
陽
日
鋼

ヲ
萱
㌘
汲
「
父
婁
吾
拷
胃
・
連
臭
ぞ
ヲ
蒔
・
㌻
・
痂
．
与
4
圃

5
調
重
・
弟
、
，
凶
撚
冥
亥
箇
函
歯
宅
姦
涯
参
㎎
r
ラ

　
，
，
－
　
　
，
，
，
窯
h
目
q
，
．
」
一
一
－
一
　
　
　
　
1
■
ロ
ー
1
目
［
財
！
一
削
，
週
．
，
、
竃
，
館

図
版
⑭

　　

@　

g
書
一
升
田
鼠
一
環
燗
東
兜
夢
島
例
零
鋼
溶
．
い

虐
害
素
3
1
嫡
．
別
宅
儀
滴
命
煮
今
東
車
群
迄
モ
丁
閣
千
屠
蘇
’

島
地
熱
心
　
猟
当
左
已
急
ル
重
信
野
阜
骨
骸
蕗
適
下
館
早
月
ヰ
∵
三

屡
鼻
詰
で
漁
饗
孟
霧
・
肇
ハ
繋
憲
肇
象
彦
へ
驚

5
饗
あ
・
藁
・
豊
考
臼
醜
礒
斎
裂
ワ
労
叡
壽
風
下
躯
華
麗

恥ゆ

血
?
?
m
償
多
テ
藏
夕
照
日
弗
狗
擁
女
鼻
溝
・
ア
’
孟
努
着
順
ゑ
畜
副

鴇
輯
，
歌
・
裟
喋
・
嚢
’
威
確
略
留
山
4
霧
慮
諺
臥
鯉
丞
、
毒
峰
・
層

泰
鮪
厨
易
舘
ぼ
倒
影
，
噸
訴
匹
麟
薫
考
孟
衆
冨
麟
鱗
毒
鳶
？
像
鱒
鳶
　
，

（
’
多
宴
る
摘
－
儀
’
話
劣
重
言
汲
駆
引
忍
笠
簗
”
惹
悔
劣
函
笹
戸
畜

劣
・
雀
暮
憶
ク
吻
重
謬
辱
瓜
婚
庫
劣
ゆ
藩
函
か
乱
軍
塩

断
碁
ゲ
蜜
碧
器
勃
譲
傘
姦
γ
管
脚
絆
一

三
名
士
，
屡
秀
浮
栖
系
街
黒
酢
’
出
入
甑
馨
伍
笹
乱
取
刑
部
プ
纏
重
℃

易
肇
彦
ス
っ
彪
脇
レ
伯
、
づ
線
書
・
．
看
寧
彪
魏
ぞ
・
図
寒
・
審
勢
ノ
κ
蝋
・

免
乳
り
訊
易
賜
考
響
廊
乏
騒
？
レ
盆
巡
液
誓
の
　
＾
’
・
．
鷹
繭
亘
ト
篠
’

黙
飽
《
易
轟
銘
穆
蓉
ゑ
き
・
芸
荊
酬
い
省
舞
剣
岳
演
ア
臨
今
解
‘

回
る
ア
レ
毛
咳
峰
－
，
争
物
ヲ
燈
豊
ブ
．
函
．
払
三
振
石
9
霧
弄
㌻
俊
派
一

四
二
ノ
姦
髪
姓
．
々
切
ノ
嶺
麩
劇
戸
霧
繭
遜
・
難
灘
．
蕩
㌻
学
ン
ォ
い

二
極
叢
銘
彪
蓼
望
義
・
俵
イ
義
、
，
・
穆
多
蕩
老
ぞ

輩
、
屯
・
ぎ
・
辻
三
脅
多
多
一
ノ
壌
痛
、
ア
く
．
壁
・
「
レ
四
つ
、
繋

・
塁
蜜
覆
・
養
警
毒
忌
裟
三
孝
庵
男

，
④
は
そ
の
標
記
に
見
る
よ
う
に
、
二
二
年
初
に
一
図
版
に
は
出
て
い

な
い
が
文
末
に
「
十
月
一
週
間
及
び
十
二
月
廿
六
日
二
日
間
閉
館
中
の
調
、

査
ハ
云
々
」
と
あ
る
1
主
幹
手
島
精
一
宛
に
報
告
し
た
も
の
で
、
洋
書

調
査
主
任
秋
間
球
磨
、
和
漢
書
調
査
主
任
中
根
粛
治
の
両
名
連
名
な
が
ら
v

中
根
の
作
成
し
た
も
の
で
，
あ
る
。
⑭
は
、
同
じ
く
二
二
年
一
月
付
で
、
同

様
に
中
根
か
ら
手
島
主
幹
へ
提
出
の
上
申
書
で
あ
り
、
別
に
申
根
の
作
成

し
た
稿
本
『
群
書
索
引
　
随
筆
之
部
』
が
あ
る
点
か
ら
も
注
㈲
、
‘
そ
の
当
時

に
お
け
る
中
根
の
試
行
結
果
を
報
告
し
た
手
稿
と
い
え
よ
う
（
④
、
⑭
共
に

支
部
上
野
図
書
館
所
蔵
文
書
所
収
）
。
こ
れ
ら
は
本
稿
（
影
印
部
分
）
と
共

に
、
館
公
務
の
起
草
文
書
で
億
あ
る
が
、
日
常
業
務
の
報
告
で
あ
る
④
と
、

一七一

辱



上
申
書
＠
と
の
問
に
、
や
・
筆
致
に
精
粗
の
差
異
を
感
ず
る
と
は
い
え
、

三
者
共
通
し
て
同
一
、
人
（
中
根
）
の
手
稿
と
判
断
で
き
よ
う
。
・

　
さ
ら
に
、
中
根
と
し
て
は
こ
の
未
定
稿
に
つ
き
、
た
と
え
文
字
修
訂
に

限
定
し
た
に
も
せ
よ
、
自
ら
が
関
与
し
、
そ
れ
に
い
く
ば
く
か
の
愛
着
を
．

抱
い
た
か
ら
こ
そ
、
『
図
書
館
管
理
法
』
が
三
た
び
も
改
訂
さ
れ
た
後
に
ま

で
、
こ
の
往
年
に
自
ら
修
訂
を
ほ
ど
こ
し
た
未
定
稿
を
手
元
に
残
し
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
　
　
中
根
ば
明
治
四
〇
年
四
月
、
一
年
の
病
気
休
職
が

満
期
と
な
り
、
退
職
の
以
後
は
、
帝
国
図
書
館
の
み
な
ら
ず
、
図
書
館
界

か
ら
す
っ
か
り
姿
を
消
し
た
と
は
い
え
、
帝
国
図
書
館
と
の
交
渉
は
な
お

続
き
、
三
年
と
な
る
大
正
一
〇
年
に
ま
で
に
、
そ
の
蔵
書
や
手
稿
本
が
館

へ
譲
渡
ざ
れ
て
い
る
　
　
。
　
、
　
　
・

　
特
に
こ
の
未
定
稿
の
も
っ
と
も
〃
未
定
稿
”
と
い
え
る
点
は
、
そ
の
随

所
に
見
出
さ
れ
る
語
（
字
）
句
の
修
訂
で
あ
り
、
吟
味
さ
れ
た
熟
語
の
使

用
に
見
ら
れ
る
。
館
在
職
以
前
の
経
歴
を
自
記
し
た
点
で
も
貴
重
な
『
当

、
用
日
誌
』
所
収
の
、
自
選
に
か
・
る
年
譜
に
記
す
る
よ
う
に
、
「
十
才
漢
学
，

句
読
を
受
け
」
、
「
十
三
才
塾
生
へ
漢
学
助
教
を
托
せ
ら
れ
」
、
「
十
五
才
講

二
世
話
方
を
申
付
け
ら
れ
、
一
人
扶
持
給
せ
ら
る
」
と
の
年
少
の
福
島
（
藩
）

時
代
を
経
て
修
得
し
た
漢
学
の
学
識
が
こ
・
に
発
揮
さ
れ
る
。
や
が
て
、

壮
年
期
に
教
育
博
物
館
か
ら
東
京
図
書
館
へ
と
転
じ
（
一
八
年
入
月
）
、
爾

来
、
－
終
始
和
漢
の
図
書
を
扱
っ
た
上
席
司
書
の
職
務
か
ら
も
、
図
書
館
の

主
要
メ
ン
バ
ア
に
よ
っ
て
こ
の
種
の
指
針
書
勝
さ
ん
が
企
図
さ
れ
た
際
と

も
な
れ
ば
、
何
を
措
い
て
も
そ
の
成
稿
の
点
検
や
清
書
へ
の
参
画
が
当
然
・

・
で
あ
っ
た
ろ
う
。

・
今
、
未
定
稿
を
繰
り
、
修
訂
の
加
え
ら
れ
た
個
所
を
確
か
め
、
さ
ら
に

章
節
を
た
ど
り
な
が
ら
、
刊
本
と
対
比
し
て
、
や
・
特
色
あ
る
変
更
が
見
　
　
「

る
偲
処
を
つ
ぎ
に
列
挙
し
て
み
よ
ヴ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
八

　
中
根
粛
治
に
よ
る
修
訂
事
項
（
抜
す
い
）

　
　
上
二
段
↑
は
く
未
定
稿
〉
の
中
で
の
修
訂
個
所
を
示
し
、
最
下
段
・
に
刊
本
で
当
該
個
所
が
見
出
さ
れ
だ
場
合
の
本
文
を
掲
げ
る
。
刊
本
で
、
異
な
っ
た
字

　
　
句
に
改
集
っ
た
場
合
は
、
中
根
が
再
び
改
め
た
の
か
、
他
者
に
よ
る
書
替
え
な
の
か
は
、
当
然
な
が
ち
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
未
定
稿
で
は
ほ
と
ん
ど

　
　
が
墨
書
に
よ
る
訂
正
で
あ
る
が
、
何
ケ
処
か
朱
訂
の
加
わ
っ
た
処
も
あ
る
が
、
ご
＼
で
は
区
別
し
て
い
な
い
。

（
原
文
）
ロ
ー
八
］
は
未
定
稿
の
章
を
示
す
　
　
、
（
訂
正
）
　
　
．
・
　
　
　
　
・
「
　
　
　
　
　
　
（
刊
本
の
表
記
）

　
　
［
一
］
要
旨

，
爲
サ
シ
ム
ル
ふ
二
在
リ
　
．
　
　
・
　
　
　
　
．
爲
ス
ノ
三
二
供
ス
ル
ト
ニ
在
り
．

於
テ
、
三
三
ク
可
ラ
サ
ル
　
　
　
丁
　
　
層
　
　
　
　
於
テ
ハ
実
二
欠
ク
可
ラ
サ
ル

北
米
カ
ナ
三
州
オ
ン
ダ
リ
ヲ
州
　
　
・
、
　
　
、
　
北
米
カ
ナ
ダ
国
オ
ン
ダ
リ
ヲ
州

　
　
　
［
こ
れ
は
中
根
訂
ど
い
う
こ
之
で
は
な
い
が
、
初
冠
時
の
対
外
知
識
の
一
端
を
示
す
も
の
か
、
北
米
は
削
っ
て
い
な
い
］

．文

拍
ﾈ
へ
豫
メ
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
文
部
省
二
三
三

ノ



三
冠
二
応
シ
テ
之
ヲ
出
納
シ

　
　
［
二
］
，
書
籍
館
ノ
結
構

三
冠
ノ

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
ド

倦
マ
サ
ヲ
シ
ム
如
ク

要
用
ナ
レ
ド
モ

　
　
［
三
］
図
書
ノ
領
収
三
三
取
扱

旧
記
ヲ
捺
シ

書
度
二
整
陳
シ
目
録
ハ
’

　
　
［
四
］
書
籍
ノ
撰
択
及
目
録
ノ
編
纂
法

必
要
ノ
図
書
ヲ
採
屠
セ
ン
ト
欲
セ
ハ

児
童
二
小
説
書
ヲ
読
マ
シ
ム
ル
ノ
可
否
ハ

之
ヲ
撰
択
ス
ル
ニ
」
ハ
最
モ
注
意
セ
サ
ル
可
ラ
ス

啓
発
ス
ル
事
少
カ
ラ
ス

　
．
、
．
［
五
］
書
籍
整
三
法

　
㊤
・
［
七
］
閲
覧
室
ノ
管
理
及
図
書
ノ
出
納

静
寂
ヲ
主
ト
シ

朗
読
談
話
「

，
以
下
す
べ
て
「
書
籍
」
を
「
図
書
」
と
改
め
る

三
三
二
三
シ
テ
囲
魯
ヲ
出
納
シ

書
架
ノ
［
駄
下
全
て
同
じ
］

倦
マ
サ
ラ
シ
ム
ル
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

要
ス
然
レ
ド
モ

印
章
ヲ
捺
シ

書
架
二
整
陳
シ
三
熱
目
巽

図
書
ノ
撰
択
、
目
録
ノ
分
類
法

若
シ
古
書
ヨ
リ
必
要
図
書
ヲ
採
用
セ
ン
ト
欲
セ

　
ハ
・

児
童
二
小
説
棒
史
ヲ
読
マ
シ
ム
ル
ノ

之
ヲ
採
択
ス
ル
白
方
那
最
モ
注
意
セ
サ
ル
可
｝
ス

　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　

啓
発
ス
ル
三
三
カ
サ
ル
ヘ
シ

書
籍
陳
列
法

静
粛
ヲ
主
ト
シ
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
（
、

音
読
談
話

　
　
［
第
二
章
に
相
当
］

3
頁
　
［
「
精
瀞
ヲ
爽
快
ナ
ラ
シ
ム
ル
」
と
改
め

　
　
　
て
い
る

　
、
［
削
除
］
　
　
、
　
℃
　
　
、

　
　
n
第
三
章
に
相
当
］

6
頁
　
蔵
書
印
ヲ
捺
シ

h
頁
．
画
架
二
陳
列
シ
目
録
モ
亦
整
頓
ス
ル
デ

　
　
　
以
テ

．
4
頁
－
［
第
三
章
　
図
書
選
択
並
取
扱
順
序
、

岩
第
四
章
目
録
三
法
］
に
分
け
三

三
頁
　
［
第
入
章
末
尾
］

　
　
　
児
童
二
小
説
ヲ
読
マ
シ
ム
ル
ノ
可
否
ハ

35

ﾅ
　
最
モ
撰
択
ヲ
慎
マ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

34

ﾅ
　
良
慣
習
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
要
ス
．

　
［
第
五
章
に
相
当
］

．
3
4
頁

［
こ
の
章
に
は
無
い
が
、
四
魔
規
則
の
第

七
に
「
音
読
談
話
」
と
あ
る
］
、

　
　
「
＼

＼
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［
入
］
職
員
及
職
員
ノ
注
意

図
書
ノ
殿
損
ヲ
補
査
シ

三
三
室
ノ
監
視
ヲ

児
童
ノ
品
性
ヲ

図
書
ノ
致
損
ヲ
調
査
シ

肇
ラ
閲
覧
室
ノ

児
童
ノ
品
行
ヲ

［
第
八
章
に
相
当
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
未
定
稿
で
は
、
〈
曝
書
期
↓
季
〉
と
か
、
〈
表
紙
↓
標

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ミ

紙
〉
あ
る
い
は
〈
印
刷
目
録
↓
刊
行
目
録
〉
ど
い
っ
た
類
の
、
い
わ
ば
漢

学
趣
味
と
で
も
評
し
た
い
個
所
心
見
受
け
る
が
、
多
少
冗
長
の
語
句
を
削

り
、
読
み
易
く
し
ょ
う
と
手
を
加
え
た
点
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
、

そ
の
点
か
ら
も
、
未
定
稿
起
草
覧
た
ち
が
、
斧
正
を
托
し
た
で
あ
ろ
う
中

根
へ
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
か
を
想
像
で
き
る
。

　
例
え
ば
、
著
し
い
字
句
の
改
訂
を
見
出
す
例
と
し
て
は
一
．
「
函
書
選
，
．

択
」
に
か
か
わ
る
章
節
で
，
結
果
的
に
は
一
丁
の
ほ
と
ん
ど
を
全
面
的
に

削
除
し
て
い
る
の
で
、
，
こ
の
未
定
稿
に
し
か
名
残
り
を
留
め
て
い
な
い
個

所
だ
が
一
（
本
文
第
一
〇
丁
ウ
参
照
）
、
そ
の
末
尾
四
、
五
行
に
加
え
ら

れ
た
修
訂
の
個
所
な
ど
が
、
文
体
を
重
ん
じ
た
中
根
の
学
識
の
一
部
を
示

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
二
回
目
　
撰
択
二
三
キ
テ
ハ
↓
就
キ
テ
ノ
ミ
　
他
ノ
事
項
二
・
：

’
六
行
目
　
若
シ
学
校
書
籍
館
ト
称
シ
↓
若
シ
厳
然
学
校
書
籍
館
ト
，

　
　
　
　
　
　
称
シ
…

　
七
行
目
　
是
等
ノ
書
籍
ヲ
廃
棄
セ
サ
ル
↓
書
籍
ハ
悉
ク
廃
棄
セ
サ
ル

　
入
行
目
　
可
ラ
サ
ル
ハ
勿
論
夫
ノ
↓
可
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
夫
ノ

が
多
い
の
も
判
ら
ぬ
が
、
こ
れ
は
こ
の
手
稿
が
、
〈
未
定
稿
〉
と
は
い
え
、

な
お
初
稿
か
第
二
稿
に
で
も
該
当
し
、
清
書
の
も
の
を
さ
ら
に
読
み
返
し
、

語
調
文
体
等
に
つ
き
、
逐
次
加
筆
を
進
め
て
い
、
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と

ま
れ
、
章
節
の
順
を
入
れ
替
え
る
大
き
な
変
更
が
や
が
て
加
え
ら
れ
た
に

せ
よ
、
今
日
見
る
二
五
年
刊
本
と
で
は
、
文
章
だ
け
で
も
か
な
0
1
の
差
異

が
見
出
さ
れ
る
コ
し
か
し
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
中
根
は
こ
の
未
定
稿
の
段

階
に
お
い
て
は
、
・
そ
の
内
容
構
成
や
立
論
の
是
非
、
す
な
わ
ち
、
起
草
者

・
の
図
書
館
観
を
示
す
部
分
に
う
い
て
は
、
さ
ほ
ど
参
画
し
な
か
っ
た
の
で
，

は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、
、

　
僅
か
に
想
像
で
き
る
の
は
、
こ
の
未
定
稿
の
ま
さ
に
未
定
稿
な
ら
ざ
る

を
得
ぬ
大
ぎ
な
特
徴
と
い
う
べ
き
「
図
書
ノ
撰
択
及
目
録
ノ
分
類
法
」
の
章

前
半
で
（
九
－
一
〇
丁
）
、
「
児
童
二
小
説
稗
史
書
ヲ
読
マ
シ
ム
ル
ノ
可
否
」

を
論
じ
た
際
、
い
さ
さ
か
中
根
の
国
文
漢
籍
へ
の
識
見
が
求
め
ら
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
然
し
、
そ
れ
と
て
も
「
歴
年
職
務
二
勉
励
二
付
」
と
館
で
の
履
歴
に
書

き
加
え
も
れ
た
身
と
し
て
は
、
東
京
図
書
館
へ
寄
せ
ら
れ
た
社
会
一
般
か

層
ら
の
期
待
に
応
え
た
”
図
書
館
管
理
”
指
針
書
で
あ
れ
ば
、
自
己
の
天
分

を
も
っ
と
発
揮
す
る
分
野
で
あ
り
、
そ
の
識
見
を
傾
注
し
た
個
処
で
あ
る

こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

一
δ
，一

こ
の
よ
う
に
こ
ま
か
く
見
て
い
く
と
、
時
に
同
筆
に
よ
る
字
句
の
修
訂



五
、
「
未
定
稿
」
成
立
の
時
期

　
し
か
ら
ば
、
こ
の
未
定
稿
は
、
一
体
（
い
つ
頃
に
、
現
在
見
る
よ
う
な

形
に
ま
と
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
物
理
的
に
見
れ
ば
、
こ
の
未
定
稿
が
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
い
わ

ゆ
る
両
説
併
称
期
す
な
わ
ち
、
一
八
年
六
月
合
併
が
定
ま
り
、
東
京
図
書

館
が
湯
島
か
ら
上
野
の
教
育
博
物
館
へ
と
移
っ
た
i
当
初
は
上
野
で
の

」
新
館
建
設
が
予
定
さ
れ
、
経
費
も
計
上
さ
れ
な
が
ら
に
わ
か
に
変
更
し
た

．
と
よ
る
と
い
・
？
1
一
同
年
九
月
以
降
ぐ
ら
い
に
使
わ
れ
出
し
た
用
箋
を
使

っ
て
い
る
点
か
ら
も
、
ま
ず
時
期
の
上
限
は
明
ら
か
と
い
え
る
。
も
っ
と

も
二
二
年
三
遷
に
、
再
び
教
育
博
物
館
は
分
離
し
、
湯
島
の
高
等
師
範
学

校
へ
移
り
、
東
京
達
書
館
官
制
が
公
布
と
な
っ
た
に
せ
よ
、
館
内
討
議
で

の
未
定
稿
を
清
書
と
い
う
手
段
な
ら
ば
、
尚
、
旧
年
使
用
箋
の
余
部
を
流

用
す
る
と
し
て
も
不
思
議
は
無
い
。

　一

?
ﾅ
、
こ
の
未
定
稿
で
ま
ず
求
め
ら
れ
た
”
書
籍
館
管
理
”
の
指
針
と

い
う
点
で
は
、
当
初
に
見
た
如
く
（
注
ω
参
照
）
、
東
京
図
書
館
要
路
の
起

草
し
た
『
書
籍
館
二
就
キ
テ
ノ
卑
見
』
に
い
う
「
彼
是
参
酌
シ
テ
書
籍
三

管
理
法
ノ
書
ヲ
編
弘
、
以
テ
之
ヲ
世
継
公
ニ
シ
…
…
方
針
ヲ
示
セ
ハ
」
と

い
う
検
討
作
業
の
結
果
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
『
書

籍
館
二
輪
キ
テ
ノ
卑
見
』
は
、
そ
の
前
半
に
お
け
る
「
客
年
中
二
於
テ
来
．

三
者
ノ
閲
覧
セ
シ
図
書
ノ
数
」
が
、
「
二
十
七
万
零
入
百
八
十
七
冊
ニ
シ
テ
」

と
あ
り
、
こ
の
数
〈
年
報
で
は
貸
付
図
書
冊
数
と
い
う
〉
は
、
同
製
に
お

け
る
「
明
治
二
十
年
一
月
ヨ
リ
同
年
十
二
月
羅
綾
ル
一
周
年
間
」
の
冊
数

と
合
致
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ハ
「
東
京
図
書
館
年
報
」
明
治
二
十
年
年
報
〉
、

少
く
と
も
二
一
年
に
入
っ
て
か
ら
起
草
せ
ら
れ
だ
も
の
と
見
る
こ
と
が
妥

当
で
あ
み
と
い
う
（
注
ω
参
照
）
。

　
つ
ぎ
に
、
こ
の
末
定
稿
や
刊
本
（
二
五
年
刊
Y
に
か
か
わ
り
そ
う
な
、

二
〇
年
前
後
、
数
年
分
の
「
東
京
図
書
館
年
報
」
（
復
刻
版
『
帝
国
新
書
三

一
年
報
』
〈
昭
和
四
九
年
刊
〉
所
収
）
を
た
ど
る
と
、
未
定
稿
成
立
の
時
期
を

解
く
鍵
と
な
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
復
刻
版
『
帝
国
図
書
館
年
報
』
の
九
三
一
一
σ
三
頁
に
は
、
「
東
京
図
書

館
明
治
十
九
年
報
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
（
報
告
書
は
両
肱
主
幹
手
島

精
一
、
宛
先
は
一
九
、
二
〇
年
の
み
文
部
省
総
務
局
長
辻
新
次
に
改
ま
る
）
。

こ
の
年
の
分
は
前
後
数
年
に
比
し
長
文
で
あ
り
、
、
中
に
「
書
庫
及
閲
覧
室

内
部
改
良
ノ
件
」
と
し
て
、
「
本
年
ハ
欧
米
諸
国
二
行
ハ
ル
ル
書
函
ヲ
参
酌

シ
簡
便
ナ
ル
書
函
ヲ
新
製
シ
」
た
と
し
て
、
そ
の
「
構
造
書
籍
陳
列
法
」

に
つ
き
図
示
し
て
い
る
。
（
図
版
の
参
照
　
た
だ
七
復
刻
版
『
帝
国
図
書
館

年
報
』
九
六
頁
掲
載
の
再
録
）
。

図
版
の
　
（
函
ノ
構
造
書
籍
陳
列
法
二
三
テ
ハ
左
図
ノ
参
照
ヲ
望
ム
）
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こ
の
東
京
図
書
館
に
於
て
「
本
年
．
（
一
九
年
）
新
製
シ
タ
書
架
ノ
伸
縮

、
ヲ
自
在
ニ
シ
」
た
「
書
函
」
は
、
ま
さ
に
二
五
年
刊
本
二
五
頁
に
、
挿
図

　
と
し
て
鉄
製
の
「
書
籍
押
」
（
今
日
に
い
う
処
の
ブ
ッ
ダ
エ
ン
ド
）
と
併
せ

　
載
せ
て
い
る
「
書
函
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
同
書
に
記
す
「
図
書
ノ
保
存

　
二
適
シ
テ
出
納
二
便
ナ
ル
モ
ノ
」
に
他
な
ら
ぬ
。
　
　
－

　
　
そ
し
て
、
未
定
稿
に
は
、
図
版
は
見
当
た
ら
ぬ
に
し
て
も
、
そ
の
「
書

、
架
ノ
構
造
及
書
籍
陳
列
法
」
の
章
で
、
「
現
今
東
京
図
書
館
二
三
テ
用
フ
ル

　
書
架
ハ
…
…
分
類
二
拘
ラ
ズ
和
装
ト
洋
装
ト
ヲ
問
ハ
ス
敦
レ
モ
直
立
二
三

　
陳
シ
テ
間
隙
ナ
カ
ラ
シ
メ
…
…
図
書
ノ
保
管
上
髭
ル
其
当
ヲ
得
タ
ル
ノ
謹

　
ハ
既
二
［
一
両
年
来
ノ
…
：
レ
抹
消
］
経
験
二
於
テ
見
ル
所
ナ
リ
」
云
々
と

記
し
て
い
る
も
の
に
該
当
す
る
，
（
未
定
稿
一
三
丁
ウ
最
終
行
参
照
。
傍
点

と
□
印
は
稿
者
）
。
す
な
わ
ち
、
未
定
稿
の
こ
の
個
所
は
、
［
一
両
年
来

ノ
］
と
記
し
た
五
字
を
朱
点
で
抹
消
し
て
お
り
、
こ
れ
を
前
記
『
年
報
』

所
載
の
報
告
文
（
一
九
年
分
）
と
併
せ
読
め
ば
、
未
定
稿
成
稿
の
時
期
は
、

少
く
と
も
二
〇
年
か
ら
二
一
年
に
及
び
、
．
そ
れ
を
消
し
た
点
か
ら
も
、
．
尚

こ
の
未
定
稿
の
修
訂
が
翌
一
，
一
二
年
以
降
ぐ
ら
い
に
ま
で
続
い
て
い
た
か
と

推
測
で
き
る
。

　
さ
ら
北
、
」
こ
の
時
期
の
教
育
法
制
の
変
遷
を
多
少
と
も
窺
う
な
ら
ば
、

東
京
図
書
館
や
東
京
（
帝
国
）
大
学
の
用
例
を
除
け
ば
、
普
通
通
俗
お
よ

び
学
校
の
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
〈
書
籍
館
〉
の
名
称
が
、
法
制

価
で
〈
図
書
館
〉
と
改
め
ら
れ
表
記
さ
れ
る
の
は
、
二
三
年
一
〇
月
七
日

公
布
の
小
学
校
令
（
勅
令
二
一
五
号
，
明
治
」
九
年
四
月
の
小
学
校
令
を

廃
止
し
た
も
の
で
、
新
小
学
校
令
と
い
わ
れ
た
）
に
於
て
で
あ
り
、
そ
の

規
定
中
、
「
幼
稚
園
図
書
館
盲
唖
学
校
其
他
小
学
校
二
類
ス
ル
各
種
学
校
等

二
三
キ
テ
ハ
」
云
々
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
今
ま
で
見
て
来
た
よ
う
に
、
・
『
学
校
書
籍
館
…
…
』
と
題
し
て
、

い
る
以
上
、
こ
の
〈
未
定
稿
〉
は
、
続
い
て
か
な
り
手
を
加
え
ら
れ
る
に

も
せ
よ
、
つ
ぎ
の
二
五
年
刊
本
の
成
稿
へ
と
つ
な
が
る
べ
く
、
二
二
年
末

ぐ
ら
い
に
筆
を
書
い
た
と
見
て
よ
い
の
で
ば
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
《
「
未
定
稿
」
の
問
題
点

　
す
で
に
本
稿
の
前
半
で
も
触
れ
た
し
、
東
京
（
帝
国
）
図
書
館
史
を
繕

く
者
t
は
周
知
の
事
な
が
ら
、
明
治
二
二
年
と
い
う
年
は
、
こ
の
図
書
館

．
に
と
っ
て
億
も
．
つ
と
も
多
事
で
あ
ゆ
、
記
録
ざ
れ
る
べ
き
歳
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
年
三
月
、
（
東
京
）
教
育
博
物
館
を
分
離
し
、
東
京
図
書
館
官
制
の

制
定
に
と
も
な
い
、
同
日
は
再
び
本
省
総
務
局
を
離
れ
独
立
し
、
国
立
図

書
館
と
し
て
の
途
を
明
確
に
歩
み
出
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
年
、
文
部

省
に
於
て
同
図
書
館
を
七
て
「
純
然
タ
ル
参
考
図
書
館
タ
ラ
シ
メ
ン
」
意

図
に
発
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
つ
そ
う
し
た
過
程
の
中
で
、
、
翌
二
三
年
馳

に
は
、
同
病
経
営
の
指
針
を
海
外
の
新
知
識
に
求
ぬ
た
田
中
稲
城
が
帰
朝

す
る
（
三
月
＝
月
帰
国
、
同
月
二
四
日
東
京
図
書
館
長
就
任
〉
。
一
方
．
で

は
、
二
三
年
一
〇
月
の
教
育
勅
語
発
布
に
行
き
つ
く
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
学
・

校
教
育
へ
の
国
家
管
理
・
統
制
の
強
化
が
、
当
面
、
検
討
を
重
ね
て
来
た

で
あ
ろ
う
、
こ
の
東
京
図
書
館
内
で
の
書
籍
館
↓
図
書
館
管
理
法
〈
未
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

稿
に
し
た
が
え
ば
管
理
一
班
〉
編
さ
ん
の
作
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も

た
ら
し
た
か
は
容
易
に
窺
い
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
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し
か
し
な
が
ら
、
前
章
ま
で
に
見
℃
来
た
よ
う
に
、
ほ
ぼ
二
一
一
二
二
、

年
頃
に
は
一
応
の
成
稿
に
た
ゼ
り
つ
い
た
と
見
与
れ
る
こ
の
〈
未
定
稿
〉

を
改
め
て
通
読
し
て
み
る
と
、
完
成
さ
れ
た
二
五
年
刊
本
と
の
間
に
は
重
’

要
な
差
異
が
生
じ
て
い
る
の
に
気
付
く
。

　
先
ず
第
一
に
、
開
巻
第
一
章
に
当
る
，
「
学
校
書
籍
館
ノ
性
質
血
管
理
法

ノ
要
旨
」
に
見
ら
れ
る
、
”
学
校
教
育
に
お
け
る
図
書
館
の
役
割
”
を
よ
り

積
極
的
に
と
ら
え
た
点
が
挙
げ
あ
れ
、
第
二
に
は
、
先
に
中
根
に
よ
る
こ

ま
か
い
修
訂
の
事
例
と
し
て
引
い
た
よ
う
に
、
未
定
稿
で
の
第
四
章
に
当

む
「
図
書
ノ
撰
択
及
目
録
ノ
分
類
法
」
の
中
で
の
、
一
σ
丁
ウ
に
示
さ
れ

た
“
風
俗
ヲ
害
ス
ル
図
書
ハ
学
校
書
籍
館
二
蒐
蔵
ス
可
ラ
ス
”
と
の
全
面

削
除
に
か
・
わ
る
問
題
が
あ
ろ
う
。
更
に
は
、
第
一
章
と
か
か
わ
る
こ
と

だ
が
、
最
終
章
H
職
員
及
職
員
ノ
注
意
」
を
、
刊
本
で
類
似
の
尊
名
で
あ

る
第
八
章
「
学
校
図
書
館
管
理
者
注
意
」
．
と
読
み
比
ら
べ
れ
ば
、
未
定
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
ロ
　

の
こ
の
章
前
半
が
す
っ
ぽ
り
と
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
「
こ
と
力
判

る
。
し
か
も
、
前
掲
の
ゴ
図
書
ノ
三
三
：
仁
の
章
で
一
肩
及
さ
れ
た
”
児
童

二
小
説
ヲ
読
マ
シ
ム
ル
ノ
可
否
”
の
条
（
未
定
稿
一
〇
丁
に
掲
咄
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

刊
本
第
一
章
後
半
に
、
あ
た
か
も
読
み
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
コ
某
国
人
ミ
シ

ュ
ル
朔
日
ク
”
の
例
示
の
如
く
箇
条
書
き
の
中
に
吸
収
消
化
さ
れ
て
い
る
。

未
定
稿
の
特
に
前
半
部
分
に
多
い
欧
米
の
引
用
事
例
が
、
刊
本
で
は
悉
く

抹
消
ざ
れ
て
い
み
の
に
、
、
こ
の
「
ミ
シ
ュ
ル
氏
日
《
」
だ
け
が
残
っ
て
い

‘
る
の
も
妙
な
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
特
筆
し
た
い
の
は
、
「
児
童
ヲ
シ
テ
・
．
・

漸
次
二
読
書
ノ
嗜
好
力
ヲ
発
生
ゼ
シ
ム
ル
ト
、
課
員
ノ
参
考
二
須
要
ナ
ル
・

図
書
ヲ
蒐
蔵
シ
テ
、
授
業
若
ク
ハ
管
理
上
ノ
改
良
。
9
爲
ス
ソ
便
二
供
ス
ル

ト
ニ
在
リ
」
と
ま
ず
巻
頭
に
關
明
す
る
と
い
う
、
未
定
稿
筆
者
の
積
極
さ

．
は
、
教
育
学
説
史
的
に
い
え
ば
、
何
処
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
な
の
だ

ろ
う
。
’

　
刊
本
の
序
文
に
お
い
て
は
、
「
図
書
館
は
学
校
教
育
の
及
達
せ
ざ
る
所
を

補
益
し
て
、
一
国
の
教
育
を
完
成
す
る
も
の
な
り
」
の
程
度
に
し
か
結
論

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
田
中
稲
城
が
、
詣
そ
ら
く
帰
朝
後
、
こ
の
〈
未
定

稿
〉
に
接
七
て
ど
う
い
う
態
度
を
採
っ
た
の
か
一
検
討
さ
乃
べ
き
問
題
点

、
で
あ
サ
、
未
定
稿
か
ら
二
五
年
刊
本
へ
の
変
改
に
辿
り
着
く
途
は
な
お
遠

い
。

　
以
上
、
ま
ず
資
料
全
文
を
提
供
し
て
大
労
の
研
究
に
資
す
べ
く
、
わ
ず

か
に
そ
の
成
稿
の
時
期
を
周
辺
の
文
献
か
ら
推
定
し
仮
説
の
時
期
に
つ
い

て
提
示
し
て
み
た
が
㌔
与
え
ら
乳
た
紙
幅
か
ら
も
こ
の
程
度
に
と
ど
ま
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
な
お
図
書
館
史
の
み
な
ら
ず
広
く
、
教
育
政
策
史

な
ど
の
気
鋭
の
研
究
者
に
よ
る
検
討
が
さ
ら
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
遊
願
う

・
も
の
で
あ
る
。
－

あ
と
が
き

　
本
稿
は
、
、
筆
・
者
に
は
こ
の
十
余
年
の
宿
題
の
感
ふ
か
い
「
ま
卜
う
し
の

司
書
　
帝
国
図
書
館
司
書
中
根
粛
治
（
弘
化
四
－
大
正
一
〇
年
）
探
求
」

の
、
幾
つ
め
か
の
報
告
で
あ
る
。
穏
和
五
七
年
一
・
○
月
、
，
武
庫
川
学
院
女

子
大
掌
で
の
日
本
悩
書
館
学
会
第
三
〇
回
研
究
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表

が
、
“
資
料
発
見
の
第
一
報
”
め
い
た
の
に
対
し
て
、
今
回
は
、
や
・
近
年

・
の
成
果
で
あ
る
文
献
類
を
も
参
照
し
得
た
中
間
報
告
と
な
っ
た
。

　
何
分
に
も
未
公
刊
σ
手
稿
を
扱
っ
た
た
め
、
ま
ず
そ
の
全
貌
に
接
⊥
な

い
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
推
測
・
論
究
も
所
詮
、
隔
靴
掻
痒
の
嘆
を
ま

ぬ
が
れ
ぬ
。
．
幸
い
、
平
明
に
読
み
や
す
い
原
文
で
も
あ
る
切
で
、
ま
ず
そ
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の
全
文
を
影
印
収
録
で
き
る
発
表
の
舞
台
を
得
た
か
っ
た
為
に
、
前
掲
の

学
会
や
、
関
係
浅
か
ち
ぬ
図
書
館
史
研
究
会
の
諸
兄
姉
に
も
相
談
す
る
’
こ

　
と
な
く
、
勤
務
先
の
紀
要
と
も
い
う
べ
き
本
誌
を
選
ぶ
に
至
っ
た
。
こ
の

・
澗
、
専
ら
筆
者
の
教
育
史
の
勉
強
不
足
か
ら
、
明
治
二
〇
年
代
初
頭
の
教

育
政
策
変
革
の
う
ね
、
0
が
、
図
書
館
行
政
に
ど
う
反
映
し
た
か
ど
う
か
と

　
い
っ
た
、
こ
の
未
定
稿
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
は
充
分
な
検
討
が
加
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
遷
延
の
襖
に
｛
中
根
翁
の
令
孫
目
黒
勝
郎
医
学

博
士
や
、
本
稿
の
発
表
を
終
始
見
守
っ
て
来
ら
れ
た
足
立
巻
一
氏
が
あ
い

・
つ
い
で
逝
去
せ
ら
れ
、
遂
に
こ
の
影
印
発
表
を
お
目
に
か
け
ら
れ
な
か
っ

，
た
こ
と
を
深
く
お
詑
び
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

な
好
資
料
（
史
料
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
）
に
恵
ま
れ
な
が
ち
、
そ
の
提

起
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
は
か
ば
か
し
い
メ
ス
を
加
え
ら
れ
ぬ
非
力
を

反
省
す
る
ど
共
に
、
当
館
の
歴
史
に
も
有
縁
の
故
を
も
っ
て
、
や
・
異
例

と
遇
い
う
べ
き
資
料
全
文
の
掲
載
に
機
会
を
与
え
ら
れ
た
専
門
資
料
部
寺

村
部
長
以
下
、
，
編
集
委
員
各
位
の
英
断
と
御
好
意
に
感
謝
を
捧
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
〇
年
五
月
退
官
の
前
月
末
に
当
り
記
す
）

　
　
　
補
　
注

ω
　
こ
の
三
種
の
『
図
書
館
管
理
法
』
に
つ
い
て
は
、
先
年
す
で
に
「
三
つ
の
『
図
書
館

　
管
理
法
』
と
そ
の
背
景
」
と
い
う
詳
し
い
比
較
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
（
石
井
知
子
諭

　
文
　
『
図
書
館
学
会
年
報
』
　
三
巻
二
号
招
和
三
一
年
一
二
月
目

②
　
伊
東
平
蔵
「
四
十
五
年
前
の
文
部
省
　
図
書
館
示
鍮
事
項
」

　
（
『
図
書
館
雑
誌
』
幽
二
一
、
年
一
号
　
昭
和
二
年
一
月
　
一
九
一
二
二
頁
。
角
屋
文
雄
編

　
著
，
『
日
本
近
代
図
書
館
史
』
〈
学
陽
書
房
　
昭
和
五
二
〉
所
収
）

㈲
　
小
川
剛
　
『
図
書
館
管
理
法
』
復
刻
版
の
巻
末
解
説
（
日
本
図
書
館
協
会
　
昭
和
五

　
三
）
　
所
収

ω
　
上
野
　
一
「
手
島
精
一
・
之
図
書
館
」
（
『
図
書
館
学
会
年
報
』
　
二
四
巻
一
号
　
昭
和
五

　
三
年
三
月
　
三
七
一
四
四
頁
）

　
こ
の
『
書
籍
館
二
就
キ
テ
ノ
卑
見
』
は
、
幽
竹
林
熊
彦
に
よ
り
田
中
稲
城
が
明
治
一
九
年

　
起
稿
し
だ
も
の
と
紹
介
さ
れ
で
い
た
が
（
「
書
中
稲
城
著
作
集
e
」
〈
『
図
書
館
雑
誌
』
三

’
六
年
六
号
　
昭
和
一
七
年
六
月
〉
参
照
）
、
戦
前
す
で
に
手
島
精
一
の
遺
稿
と
し
て
全
文

　
が
発
表
さ
れ
て
い
だ
（
田
辺
尚
雄
「
東
京
博
物
館
と
故
手
島
精
一
翁
⇔
」
〈
『
明
治
文
化

　
研
究
』
　
五
巻
三
号
　
昭
和
四
年
三
月
）
。
上
野
論
文
は
、
そ
の
経
緯
を
た
ど
り
、
む
し

　
ろ
、
田
中
よ
り
も
手
島
の
起
草
に
よ
り
二
一
年
頃
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
立
証
す
る
〈
稿

’
本
は
同
志
社
大
学
図
書
館
所
蔵
竹
林
熊
彦
収
集
資
料
所
収
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
当

　
館
憲
政
資
料
室
に
あ
る
〉
。

⑤
　
中
根
齋
治
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
ば
稿
者
に
よ
る
左
記
二
点
が
あ
る
。

　
e
　
中
根
粛
治
『
日
本
印
書
考
』
（
日
本
書
誌
学
大
系
　
二
〇
）
難
中
堂
書
店
　
昭
和

　
五
七
　
〈
解
説
　
稲
村
徹
元
稿
　
三
三
九
－
三
五
〇
頁
所
収
。
末
尾
に
参
考
文
献
一
六

　
件
を
掲
げ
る
〉

　
ω
　
稲
村
徹
元
「
本
と
人
と
　
出
会
い
め
ぐ
り
あ
い
」
（
『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
　
三

　
五
〇
号
　
平
成
二
年
五
月
）

⑥
　
中
根
粛
治
稿
『
群
書
索
引
　
随
筆
之
部
』
。
東
京
図
書
館
所
蔵
の
＝
話
一
言
」
ほ
か

　
十
篇
の
未
刊
古
随
筆
書
が
ら
人
名
・
事
項
を
採
取
し
、
神
祇
・
帝
紀
、
人
物
、
衣
服
、

　
宮
室
な
ど
三
巻
一
六
部
に
分
け
、
各
部
内
の
標
目
は
い
ろ
は
順
に
記
載
し
た
索
肌
の
未
・

　
定
稿
。
町
治
一
入
－
二
二
年
の
間
、
東
京
図
書
館
在
職
中
の
所
産
ら
し
い
。
巻
末
に
和

　
田
萬
吉
筆
で
「
帝
国
図
書
館
中
根
粛
治
先
生
自
筆
本
」
の
識
語
が
あ
る
（
弥
吉
光
長
氏

　
示
教
）
。
旧
注
掲
出
の
『
日
本
印
書
考
』
忙
そ
の
本
文
巻
頭
と
和
田
の
識
語
部
分
を
図
版

　
に
よ
り
紹
介
し
て
あ
る
。
稿
者
蔵
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
な
む
ら
・
て
つ
げ
ん
　
元
職
員
）

「西「
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